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第１章 事業者選定基準の位置づけ 

大館市川口地区ほか公共下水道整備事業 事業者選定基準（以下、「事業者選定基準」と

いう。）は、大館市（以下、「本市」という。）が大館市川口地区ほか公共下水道整備事業（以

下、「本事業」という。）の実施にあたって、本事業を実施する民間事業者（以下、「事業者」

という。）の募集・選定を行うのに際し、選定するための方法及び評価基準等を示すもので

ある。 

第２章 事業者選定の概要 

２.１ 事業者選定の方式 

本事業を実施する事業者には、本事業の対象施設の設計・施工監理及び工事に関する技

術やノウハウが求められる。事業者の選定にあたっては、提案価格のほかに、提案価格以

外の技術的な提案内容を評価する公募型プロポーザル方式を採用する。 

２.２ 事業者選定の方法 

事業者の選定は、応募資格審査及び提案内容の審査により行う。 

応募資格審査は、応募者の参加資格について審査を行う。 

提案内容の審査は、提案価格のほか、要求水準との適合性及び施工計画の妥当性、確実

性等の審査を行う。 

２.３ 事業者選定の体制 

提案内容の審査にあたっては、本市が基礎審査及び提案価格の審査を行ったうえで、本

市が設置した学識経験者等で構成される大館市川口地区ほか公共下水道整備事業プロポー

ザル審査委員会（以下、「審査委員会」という。）において、公平性及び透明性を確保し、

最優秀提案者及び最優秀提案者の次に優秀な提案者（以下、「優秀提案者」という。）の選

定を行い、本市は、審査委員会の選定結果を踏まえ、本事業における優先交渉権者と決定

する。 

 

         表 ２-１ 審査委員会 委員          （敬称略） 

 

 
氏名 所属名 備考 

委 員 長 森田弘昭 日本大学生産工学部土木工学科  教授  

副委員長 小笠原吉張 
東北職業能力開発大学校附属 秋田職業能力 

開発短期大学校 住居環境科  主幹・教授 
 

審査委員 田口秀男 秋田県建設部下水道課  課長  

審査委員 飯泉信夫 
大館市総務部企画調整課 

総合戦略推進室 政策監 
 

審査委員 佐藤伸雄 大館市産業部農林課  主任  
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第３章 優先交渉権者決定の手順 

３.１ 優先交渉権者決定までの手順 

優先交渉権者決定までの手順は、次のとおりである。 

 

 

募集要項の公表 

応募資格の審査

提案書類の提出 

基礎審査 

提案内容の審査 

（プレゼンテーション） 

技術評価点の算出 

総合評価点数の算定 

最優秀提案者及び優秀提案者の選定 

失格 

NG 

OK 

失格 OK 

価格評価点の算出 

提案価格審査 

失格 

OK 
NG 

NG 

優先交渉権者の決定 
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３.２ 応募資格の審査 

１）応募資格の審査 

① 応募資格審査書類の審査 

本市は、本事業の応募者に求めた応募資格審査書類が全て揃っていることを確認し、

審査する。 

書類不備の場合は失格とする。ただし軽微な書類不備の場合は、この限りではない。 

 

② 応募資格要件の審査 

本市は、応募者が募集要項に記載した応募者が備えるべき応募資格要件を満たしてい

ることを審査する。応募資格要件を１つでも満たしていない場合は失格とする。 

審査内容は、以下のとおりとする。 

審査事項 審査内容 

応募資格要件 

募集要項「第４章４－１．応募者に必要な資格」の各項目 

設計企業 第４章４－１.（１）①～⑧ 

建設企業 第４章４－１.（２）①～⑦ 

③  応募資格審査結果の通知 

本市は、応募資格審査の結果を応募者の代表企業に通知する。  

３.３ 提案書類の確認 

本市は、応募者から提出された提案書類が全て揃っていることを確認する。 

ただし、軽微な書類不備等の場合は、この限りではないが、追加提出を求めるととも

に技術評価に反映することもある。 

３.４ 提案内容の審査 

１）提案内容の審査 

① 提案価格の審査 

本市は、応募者が提出した提案価格が、見積上限価格以内であることを審査する。 

見積上限価格を超えた場合は失格とする。また、価格が著しく低い提案者については、

プレゼンテーション時において価格の妥当性等についてヒアリングを行う。 

② 基礎審査 

本市は、提案価格が見積上限価格以内である応募者を対象として、以下の審査を行う。 

(1)要求水準内容の審査 

提案内容が「要求水準書」に定めた要求水準を満たしているか否かを審査する。要

求水準を満たしていない場合は失格とする。 

③ 本市は、提案価格及び基礎審査の結果を、応募者の代表企業へ通知するとともに、プ

レゼンテーションの日程を応募者に伝える。 
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④ 提案内容の審査 

提案価格の審査及び基礎審査後、審査委員会は、その応募者ごとにプレゼンテー

シ ョンを実施し、当該応募者に対し、ヒアリングを行う。 

⑤ 技術評価審査 

技術の評価においては、応募者が提出した提案内容に対して審査項目及び配点に基

づき得点化（以下、「技術評価点」という。）を実施する。 

審査項目及び配点は、次のとおりとする。 

 

表 ３-１ 審査項目 
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⑥ 技術評価点の得点化方法 

技術評価点は、評価項目ごとに以下のとおり４段階の評価を行い、得点化する。 

なお、技術評価点は、小数点第１位までを求める。 

 

判断基準 評価 得点化方法 

特に優れている Ａ 配点×1.00 

優れている Ｂ 配点×0.60 

やや優れている Ｃ 配点×0.30 

特に優れている点が認められない Ｄ 配点×0.00 

 

⑦ 価格評価点の得点化方法 

価格評価点は、次の方法により得点化する。 

価格評価点＝20 点×（１－応募者の提案価格（税抜）÷見積上限価格（税抜）） 

なお、価格評価点は、小数点第３位以下を四捨五入し、小数点第２位までを求める。 

提案価格が著しく低く、ヒアリングによって提案価格の妥当性が認められない提案に

ついては、上記算出に基づく点数化を実施しない場合もある。 

 

２）総合評価点の算定及び最優秀提案者等の選定 

①  総合評価点の算定 

各応募者について、価格評価点及び技術評価点を合計し、総合評価点(100 点満点)

を算出する。 

②  最優秀提案者等の選定 

各応募者の総合評価点が最も高い提案を最優秀提案とし、最優秀提案者に選定する。 

また、最優秀提案の次に優秀な提案を優秀提案とし、優秀提案者に選定する。 

ただし、総合評価点が同点の時は、技術評価点が最も高い応募者を選定する。 

 ３.５ 優先交渉権者の決定 

本市は、審査委員会の選定結果を踏まえ、最優秀提案者を本事業の優先交渉権者に

優秀提案者を次点交渉権者に決定する。 

 

 


